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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

(l)本標準は、１９９９年７月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合（ライプチヒ）において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｑ．２９５７．１に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

 なし。 

 

2.2 オプション項目 

 なし。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版  １９９９年 １１月２５日 制  定 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．注意事項 

(1) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サービス

の定義に関しては標準ＪＴ－Ｉ２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの網と端

末の機能分担などに関してはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

(2) 本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていない付

加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となった時点で追加・変

更される可能性があるため注意が必要である。 

 

６．その他 

  (1)  参照する主な勧告、標準等 

（ⅰ）ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕 

ＪＴ－Ｉ４１３、ＪＴ－Ｉ５８０、ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ２９３１ 

（ⅱ）ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｅ．１６４、Ｉ．１３０、Ｘ．２１３ 

 （ⅲ）ＩＳＯ 

ＩＳＯ ８３４８ 
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１．規定範囲

本標準は、ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．２（ＤＳＳ２）プロトコルを用いる、ＴＢ参照点またはＳＢ

／ＴＢ一致参照点（標準ＪＴ－Ｉ４１３［１］で定義されている）における広帯域サービス総合ディジタル網

（Ｂ－ＩＳＤＮ）のためのユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのステージ３を規定している。ス

テージ３は、テレコミュニケーションサービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０［２］参照）をサポートするため

に必要とされるプロトコル手順と交換機能を規定している。

付け加えて、本標準は、中間にある私設Ｂ－ＩＳＤＮを経由してユーザにサービスが提供される場合、その

ＴＢ参照点のプロトコル要求条件を規定している。

本標準は、Ｂ－ＩＳＤＮではないテレコミュニケーションネットワークを経由してユーザにサービスが提供

される場合のプロトコル要求条件は付加的には規定しない。

Ｂ－ＩＳＤＮユーザは、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスにより、他のＢ－ＩＳＤＮユーザ

との呼／コネクションに関連付けられたシグナリング仮想チャネル上で、他方のＢ－ＩＳＤＮユーザヘ／から

限られた量の情報を送信／受信することができる。

Ｂ－ＩＳＤＮでサポートされるＮ－ＩＳＤＮサービスについては、標準ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕［５］を参照。

Ｂ－ＩＳＤＮサービスのために、その適用を更に定義しなければならない。

本標準は、 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスをサポートし、公衆Ｂ－ＩＳＤＮへのアクセ

スとして利用されるＴＢ参照点またはＳＢ／ＴＢ一致参照点のいずれかのサイドに接続される装置に対して適

用する。

２．参考文献

以下のＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参照物は、本文中の参照を通して本標準の規定を構成する

規定を含んでいる。出版の時点では、以下に示されたそれぞれの版は有効なものである。すべての標準とその

他の参照物は、改定の対象となるため、本標準の利用者に、以下のリストに示された標準とその他の参照物の

最新版が適用できるかどうか調査することを勧める。その時点で有効なＴＴＣ標準ならびにＩＴＵ－Ｔ勧告の

一覧は、定期的に出版される。

［１］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３－“広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェ

ース構造”

［２］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０－“Method for the characterization of telecommunication services supported

by an ISDN and network capabilities of an ISDN”

［３］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１－“広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様基本呼

／コネクション制御”

［４］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４－“Numbering plan for the ISDN era”

［５］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕－“ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）”

［６］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３－“Information technology - Network service definition for Open Systems

interconnection (OSI)”

［７］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５８０－“広帯域ＩＳＤＮと 64kbit/s 系ＩＳＤＮ間インタワーキングの一般

原則”
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３．定義

  本標準の目的のために以下の定義を適用する。

3.1　ユーザ

ユーザ・網インタフェースにおけるユーザ側のＤＳＳ２プロトコルエンティティ。

3.2　網

ユーザ・網インタフェースにおける網側のＤＳＳ２プロトコルエンティティ。

3.3　着信ユーザ

着側インタフェースにおける着信呼／コネクションが提供されるユーザ。

3.4　発信ユーザ

発側インタフェースにおける発信呼／コネクションを生起するユーザ。

3.5　サービス対象ユーザ

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスを要求しているユーザ。

４．略語

本標準の目的のために以下の略語が使用される。

Ｂ－ＩＳＤＮ Broadband Integrated Services Digital Network

広帯域サービス総合ディジタル網

ＤＳＳ２ Digital Subscriber Signalling System No.2

ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．２

ＩＳＤＮ Integrated Services Digital Network

サービス総合ディジタル網

Ｎ－ＩＳＤＮ Narrow-band Integrated Services Digital Network

狭帯域サービス総合ディジタル網

ＵＵＳ User-to-User Signalling

ユーザ・ユーザ情報転送

ＵＵＩ User-to-User Information

ユーザ・ユーザ情報

５．説明

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスは、原則として標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５章で定義

されたレイヤ３プロトコルを使用することにより２ユーザ間の通信手段を提供する。ユーザ・ユーザ信号は、

ステージ１サービス記述に記述されたサービスを提供するために、２ユーザ間の情報交換に使用される。ユー

ザ・ユーザ信号の交換は、網またはユーザにより提供されるフロー制御手順により制限される。ユーザ・ユー

ザ情報の交換は、網確認サービスではない。いかなる確認手順もユーザ間の高位レイヤにおいて制御される。

網は、Ｂ－ＩＳＤＮ呼に関連付けられる次の３つのユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスをユー
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ザへ提供しうる。

　　ａ） サービス１－呼／コネクションの呼設定および切断復旧フェーズの間で標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］

呼／コネクション制御メッセージ中のユーザ・ユーザ情報要素の転送により交換されるユーザ・ユ

ーザ情報。

　　ｂ） サービス２－送信側の観点から見て呼／コネクション設定中、すなわち「呼出」（ALERTING）と

「応答」（CONNECT）メッセージとの間に、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージ

に含まれ交換されるユーザ・ユーザ情報。

　

　　ｃ） サービス３－呼／コネクションが通信中状態であるときに、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）

メッセージに含まれ交換されるユーザ・ユーザ情報。

３つのサービスのすべては、一つの呼に関連して単独または任意の組み合わせで利用されうる。オプション

として、呼／コネクションの設定において、ユーザは、要求されたユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サ

ービスがその呼に必須であること、すなわち、ユーザ・ユーザ情報が転送できない場合、その呼を完了すべき

ではないことを明示することが可能である。

Ｂ－ＩＳＤＮリリース１では、ＵＵＳサービス１（暗黙的要求）のみが規定されサポートされる。ＵＵＳサ

ービス１（明示的要求）、ＵＵＳサービス２およびＵＵＳサービス３は本標準の範囲外である。

６．動作上の要求条件

6.1　サービス提供／取消し

ＵＵＳサービス１は、発信ユーザが加入していなければならない。

6.2　発側の網に対する要求条件

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．１節と標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．４節の基本呼／コネクション

制御手順が適用可能である。

6.3　着側の網に対する要求条件

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．２節と標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．４節の基本呼／コネクション

制御手順が適用可能である。

6.4　想定端末

ＵＵＳサービス１を使用する端末装置は、後段の９章に記述されるようにユーザ・ユーザ情報要素（８．３

節参照）を生成および受信する機能が必要である。

７．状態定義

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従った、基本呼／コネクション制御に関連する状態が適用できる。

８．コーディング上の要求条件

8.1　メッセージ

次にあげるメッセージが、サービス１のオペレーションに適用される。
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　「呼設定」（SETUP）、「呼出」（ALERTING）、「応答」（CONNECT）、「解放」（RELEASE）、

　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）、「経過表示」（PROGRESS）

表１から６に暗黙的なＵＵＳサービス１のためのメッセージ内容を示す。

8.2　コード群

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの情報要素はコード群０に含まれる。

8.3　情報要素

　ユーザ・ユーザ情報要素は、サービス１のオペレーションに適用できる。

ユーザ・ユーザ情報要素の目的は、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ間で情報を伝達することである。この情報は、網に

よって翻訳されるのではなく、むしろ透過的に運ばれリモートユーザに届けられる。

ユーザ・ユーザ情報要素は、アクセス情報要素として考える（標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の付属資料Ｊ参

照）。

表１／ＪＴ－Ｑ２９５７．１　「呼出」（ALERTING）メッセージ内容

（ITU-T Q.2957.1）

メッセージ種別：「呼出」（ALERTING）

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ １

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ４．４．１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ４．４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

ユーザ・ユーザ ８．３ 両方向 Ｏ（注） ４～１３３

他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従う。

注－ＵＵＳサービス１（暗黙的起動）の場合、本メッセージに含まれうる。
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表２／ＪＴ－Ｑ２９５７．１　「応答」（CONNECT）メッセージ内容

（ITU-T Q.2957.1）

メッセージ種別：「応答」（CONNECT）

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ １

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ４．４．１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ４．４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

ユーザ・ユーザ ８．３ 両方向 Ｏ（注） ４～１３３

他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従う。

注－ＵＵＳサービス１（暗黙的起動）の場合、本メッセージに含まれうる。その他の場合には含まれない。

表３／ＪＴ－Ｑ２９５７．１　「解放」（RELEASE）メッセージ内容

（ITU-T Q.2957.1）

メッセージ種別：「解放」（RELEASE）

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ １

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ４．４．１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ４．４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

ユーザ・ユーザ ８．３ 両方向 Ｏ（注） ４～１３３

他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従う。

注－ＵＵＳサービス１（暗黙的起動）の場合、本メッセージに含まれうる。その他の場合には含まれない。
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表４／ＪＴ－Ｑ２９５７．１  「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ内容

（ITU-T Q.2957.1）

メッセージ種別：「解放完了」（RELEASE COMPLETE）

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ １

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ４．４．１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ４．４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

ユーザ・ユーザ ８．３ ｕ→ｎ Ｏ（注） ４～１３３

他の必須及びオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従う。

注－着信時の「呼設定」（SETUP）メッセージを拒否するためにユーザにより「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージが送信される場合、ＵＵＳサービス１のため本メッセージに含まれうる。そ

の他の場合には含まれない。

表５／ＪＴ－Ｑ２９５７．１  「呼設定」（SETUP）メッセージ内容

（ITU-T Q.2957.1）

メッセージ種別：「呼設定」（SETUP）

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ １

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ４．４．１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ４．４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

ユーザ・ユーザ ８．３ 両方向 Ｏ（注） ４～１３３

他の必須及びオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従う。

注－ＵＵＳサービス１（暗黙的起動）のため、本メッセージに常に含まれる。少なくとも５オクテットの情

報長がなくてはならない。

ＴＴＣ注－ユーザ・ユーザ情報要素の原理的な最短長は４オクテットであるが、ＵＵＳサービス１（暗黙的起

動）が意味をなすためには少なくとも５オクテット必要であることを明確にするため、ＩＴＵ－Ｔ

勧告の記述を訂正した。
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表６／ＪＴ－Ｑ２９５７．１  「経過表示」（PROGRESS）メッセージ内容

（ITU-T Q.2957.1）

メッセージ種別：「経過表示」（PROGRESS）

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ １

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ４．４．１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ４．４．２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 両方向 Ｍ ２

ユーザ・ユーザ ８．３ ｎ→ｕ Ｏ（注） ４～１３３

他の必須及びオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に従う。

注－ＵＵＳサービス１（暗黙的起動）のため、本メッセージに含まれうる。その他の場合には含まれない。

ユーザ・ユーザ情報要素のコーディングは図１と表７で示される。

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ユーザ･ユーザ
オクテット

０ １ １ １ １ １ １ ０ １

情報要素識別子

１ コーディング 情報要素動作指示フィールド

拡張 標準 フラグ 予約済 情報要素動作内容
２

ユーザ･ユーザ内容長

３

４

プロトコル識別子 ５

ユーザデータ ６．１

６．ｍ

図１／ＪＴ－Ｑ２９５７．１  ユーザ・ユーザ情報要素

（ITU-T Q.2957.1）
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表７／ＪＴ－Ｑ２９５７．１　ユーザ・ユーザ情報要素

（ITU-T Q.2957.1）

プロトコル識別子（オクテット５）（注）

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ インターネットプロトコル／アプリケーション

注－その他のプロトコル識別子フィールドのコード値は標準ＪＴ－Ｑ９３１の表４－２６に定義されて

いる。付録Ⅲを参照。

９．ＳＢ／ＴＢ一致参照点におけるシグナリング手順

9.1　サービスの開始／停止／登録

サービス１は９．２節に後述するように、暗黙のうちに起動される。この場合、サービスの起動と動作は区

別できない。

呼設定のための手順は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］に記述されるが、下記の変更を伴う。呼の要求時、発

信ユーザによって送信される「呼設定」（SETUP）メッセージにサービス１要求、すなわちユーザ・ユーザ

情報要素が含まれる。

網により着信ユーザへ送信される「呼設定」（SETUP）メッセージにも、同様のサービス要求、すなわち

ユーザ・ユーザ情報要素が含まれる。

停止手順は、暗黙のサービス１をサポートするには必要とされない。

9.2　呼設定フェーズ　－　暗黙の動作

9.2.1　通常動作

サービス１は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．１．１節に記述されているように、発呼側ユーザ・網イ

ンタフェースを転送される「呼設定」（SETUP）メッセージに、８．３節において規定される可変長のユー

ザ・ユーザ情報要素を含めることで、暗黙のうちに要求されうる。この情報要素は網によって転送され、標準

ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．２．１節に記述されているように「呼設定」（SETUP）メッセージにユーザ・

ユーザ情報要素として含まれ、ユーザ・網インタフェースを介して着信側へ透過的に届けられる。起動を行う

ためには、この情報要素は８．３節で定義しているように５オクテット長以上でなければならない。

ユーザ・ユーザ情報要素は「呼出」（ALERTING）メッセージおよび／または「応答」（CONNECT）メッ

セージに含めることが可能で、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．２．５節に記述されるように着呼側ユーザ・

網インタフェースを介して転送される。この情報要素は、「解放」（RELEASE）または「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージにも含めることが可能である（９．３節参照）。この情報要素の内容は網によって転

送され、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．１．６節および標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．１．７節に記

述されるように、発呼側ユーザ・網インタフェースを介して対応するメッセージに含まれるユーザ・ユーザ情

報要素として届けられる。
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注－開放型システム相互接続のためのネットワークサービス定義（ＩＳＯ　８３４８／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２

１３［６］）に従い、着信ユーザは、ユーザ・ユーザ情報要素を用いて整合性の検証を実施しうる（標

準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］付属資料Ｂを参照）。ＯＳＩネットワークサービスの環境では、サービス１

は、Ｎ－応答およびＮ－切断プリミティブのＮＳ－ユーザ－データパラメータの転送をサポートするた

めに使用されうる。

ＴＴＣ注－ユーザ・ユーザ情報要素を規定する節の参照において、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため

訂正した。

9.2.2　例外手順

網は、ＵＵＳサービス１を契約していないユーザからの「呼設定」（SETUP）メッセージに含まれるユー

ザ・ユーザ情報要素を廃棄する。廃棄が発生しても、網は発呼要求の処理を続行する。網はまた、発信ユーザ

に対し、理由表示＃５０“要求ファシリティ未契約”または理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を伴う「状

態表示」（STATUS）メッセージを送信することにより、ＵＵＳサービス要求が受け付けられなかったことを

通知する。

着信ユーザへ送信した「呼設定」（SETUP）メッセージがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービ

スを暗黙に要求していない場合、網は着信ユーザから受信した「呼出」（ALERTING）メッセージまたは「応

答」（CONNECT）メッセージ中のユーザ・ユーザ情報要素を廃棄する。廃棄が発生した場合、網は着信ユー

ザから受信したメッセージの残りの内容について処理し、理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を含む「状態

表示」（STATUS）メッセージを着信ユーザへ送信する。

着信ユーザは、受信したユーザ・ユーザ情報要素を解釈できないかもしれない。このような場合、ユーザは

通常の呼処理を終了することなしに情報を廃棄する。この状況に適応するための網による特別なシグナリング

は提供されない。

ＴＴＣ注－着信ユーザからのユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場合、処理を継続すべきメッセージの送信元

の記述に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

9.3　呼の切断復旧フェーズ

9.3.1　通常動作

ユーザ・ユーザ情報要素は、呼の正常な切断復旧を開始するのに使用される最初のメッセージに含めうる（標

準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．４．３節および標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．４．４節参照）。

このような情報要素に含まれた情報は最初の切断復旧メッセージでリモートユーザに転送される（標準ＪＴ

－Ｑ２９３１［３］の５．４．３節および標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．４．４節参照）。このような転

送は、リモートユーザ側の加入者線交換機でリモートユーザへ切断復旧メッセージを送信する前に情報が受信

された場合にのみ実施され、それ以外の場合には、この情報は何の通知も送信することなく廃棄される。

ユーザ・ユーザ情報要素は、呼設定中の着信ユーザによって送信される、最初の正常な切断復旧メッセージ

に含めることが可能である。

着信ユーザがユーザ・ユーザ情報要素を含む切断復旧メッセージで呼を拒否する場合、網は発信ユーザへ送
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信される「解放」（RELEASE）メッセージにユーザ・ユーザ情報要素を含めて届ける。しかし、網が発信ユ

ーザに対しインバンド情報を提供している場合で、かつ、その時点で切断復旧の開始を選択しない場合、網は、

発信ユーザに送信される「経過表示」（PROGRESS）メッセージ中にユーザ・ユーザ情報要素を含めて届けう

る。

注－これは、この能力がＩＳＯ　８３４８／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３［６］に記述されている、切断復旧デ

ータ転送（すなわち、Ｎ－切断プリミティブへのＮＳ－ユーザ－データパラメータの伝達）を提供する

ために使用されうることを意図する。

ＴＴＣ注－リモートユーザに送信される呼切断復旧メッセージの参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな

誤りがあるため訂正した。

9.3.2　例外手順

着信ユーザへ送信された「呼設定」（SETUP）メッセージでユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サー

ビスへの要求が暗黙のうちに示されていない場合、網は、いずれかのユーザから受信した「解放」（RELEASE）

メッセージまたは、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ中のユーザ・ユーザ情報要素を廃棄す

る。廃棄が発生した場合、網は、ユーザから受信したメッセージの残りの内容について処理する。切断復旧し

たユーザが「解放」（RELEASE）メッセージを送信した場合、網は理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を

伴う「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを切断復旧したユーザへ送信する。切断復旧したユー

ザが「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信していた場合、網はそのユーザについて呼が切

断復旧されたとみなし、それ以上の動作を取らない。

９章の他の部分で明確には議論していない以下の場合において、網はユーザ・ユーザ情報要素を廃棄する。

－　ユーザ・ユーザ情報要素の全体長が１３３オクテットを超える場合、かつ、ＵＵＳサービス１が暗黙的に

起動されている場合。

－　網が、ユーザ・ユーザ情報要素を含むメッセージを受信した場合で、そのメッセージが本標準の定義で、

ＵＵＳを含むことを許されてない場合。

　廃棄が発生した場合、網はユーザから受信したメッセージの残りの内容について処理し、理由表示＃４３“ア

クセス情報廃棄”を含んだ「状態表示」（STATUS）メッセージをそのユーザに送信する。ただし、網が切断

復旧メッセージ中のユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場合、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の５．４節に規定

するように、網は理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を、そのユーザへ送信する次の切断復旧メッセージに

含める。網が、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ中のユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場

合、そのユーザに対応する呼は切断復旧されたとみなし、それ以上の動作を取らない。

１０．私設網とのインタワーキング手順

９章に記述されている手順が適用される。

注－一般的に公衆ＩＳＤＮと私設ＩＳＤＮとの間のインタワーキングは双方の合意に基づきおこなわれる。
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１１．他網とのインタワーキング

11.1　Ｎ－ＩＳＤＮとのインタワーキング

本節はＢ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮ間でのシグナリングのインタワーキングをサポートする特定の機能に

ついて規定する。インタワーキングの記述は、標準ＪＴ－Ｉ５８０［７］の付属資料Ａで定義されているイン

タワーキングシナリオＢを仮定する。

Ｎ－ＩＳＤＮからＢ－ＩＳＤＮへのインタワーキング

ＤＳＳ１ユーザ・ユーザ情報要素は、ターミナルアダプタあるいはインタワーキング機能により、第２オク

テットを挿入し、内容長を１オクテットから２オクテットに変更する事でＤＳＳ２ユーザ・ユーザ情報要素に

マッピングされる。

注－第２オクテットのフラグビットおよび動作内容フィールドは、付録Ⅱに示すように設定される事が推奨

される。

ＴＴＣ注－フラグビットおよび動作内容フィールドの参照付録に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあ

るため訂正した。

Ｂ－ＩＳＤＮからＮ－ＩＳＤＮへのインタワーキング

ＤＳＳ２ユーザ・ユーザ情報要素は、ターミナルアダプタあるいはインタワーキング機能により、第２オク

テットを削除し、内容にその他の変更を生じることなしに内容長を調整し、ＤＳＳ１メッセージの中の本情報

要素の順序を守る事でＤＳＳ１ユーザ・ユーザ情報要素にマッピングされる。

11.2　非ＩＳＤＮとのインタワーキング

非ＩＳＤＮ網とのインタワーキングの場合、経過内容＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降

の経過情報はインバンドとなる。”を示す経過識別子情報要素を伴う「経過表示」（PROGRESS）メッセージ

あるいは｢呼出｣（ALERTING）メッセージが発信ユーザに返送されることは、特に、呼制御メッセージ内のユ

ーザ・ユーザ情報要素の伝達が保証できないことの通知として扱われる。

非ＩＳＤＮ着信ユーザとのインタワーキングの場合、経過内容＃２“非ＩＳＤＮ着側アドレス”を示す経過

識別子情報要素を伴う「経過表示」（PROGRESS）メッセージあるいは｢呼出｣（ALERTING）メッセージが発

信ユーザに返送されることは、特に、呼制御メッセージ内のユーザ・ユーザ情報要素の伝達が保証できないこ

との通知として扱われる。

１２．他の付加サービスとの相互作用

12.1　接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

影響なし。

12.2　接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

影響なし。

12.3　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

影響なし。
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12.4　発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

影響なし。

12.5　ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

影響なし。

12.6　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

12.6.1　サービス１

記述には意味がない。

12.7　複数加入者番号（ＭＳＮ）

影響なし。

12.8　サブアドレス（ＳＵＢ）

影響なし。

１３．パラメータ値（タイマ）

基本呼（標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］）で使用されるもの以外のタイマは必要ない。

１４．動的記述（ＳＤＬ）

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［３］の付属資料Ａ参照。

ＴＴＣ注－参照する標準番号に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため、訂正した。
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付録Ⅰ　信号フロー

（本付録は本標準の一部分ではない。）

信号フローは基本呼制御手順の一部分であるため、本標準には含まれない。
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付録Ⅱ　動作指示表示

（本付録は本標準の一部分ではない。）

本付録は本標準で定義・使用されるメッセージおよび情報要素の動作指示表示フィールドの値を記述する。

　

表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ２９５７．１　情報要素動作指示表示

　　　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.2957.1）

情報要素種別 フラグ 動作内容

ユーザ・ユーザ 明示的な動作指示表示に従う 情報要素廃棄、処理継続および

状態報告
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付録Ⅲ　プロトコル識別子のコーディング

（本付録は本標準の一部分ではない。）

このコーディングは標準ＪＴ－Ｑ９３１の表４－２６で与えられており、参考のため標準ＪＴ－Ｑ２９５７．

１に添付されている。

表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ２９５７．１　ユーザ・ユーザ情報要素（表４－２６／ＪＴ－Ｑ９３１）

（ITU-T Q.2957.1）

プロトコル識別子

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ユーザ特有プロトコル（注１）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＯＳＩ高位レイヤプロトコル

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 勧告Ｘ．２４４（注２）

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ システム管理コンバージェンス機能のために予約済

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ＩＡ５キャラクタ（注４）

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ 勧告Ｘ．２０８／２０９符号化ユーザ情報（注５）

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ 勧告Ｖ．１２０速度整合

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ 標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ網呼制御メッセージ

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ １ １ １ １ １ １

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 国内用

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 国内用 勧告Ｘ．２０８／２０９（ＡＳＮ：抽象構文記法１）（注５）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ 国内用 ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 国内用 特定アプリケーション識別の共通フォーマット

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０

国内用

０ １ ０ ０ １ １ １ １

０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０

１ １ １ １ １ １ １ ０

上記以外 予約済

（注１）ユーザ情報はユーザの必要性に応じて構成される。

（注２）ユーザ情報は、標準ＪＴ－Ｘ２５コールユーザデータを規定する勧告Ｘ．２４４に従って構成される。

（注３）これらの値は、一般フォーマット識別子を含むＪＴ－Ｘ２５パケットの最初のオクテットとプロトコ

ル識別子を区別するために予約済である。

（注４）ユーザ情報は、ＩＡ５キャラクタで構成される。

（注５）ユーザ・ユーザ情報要素に含まれる勧告Ｘ．２０８／２０９のコンポーネント、意味、及び使用方法

は、ユーザアプリケーションに依存し、他の標準で規定されるかもしれない。

～
標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他のネットワークレイヤあるいはレイヤ３

プロトコルのために予約済（注３）

～

～ 標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他のネットワークレイヤあるいはレイヤ３

プロトコルのために予約済（注３）



ＪＴ－Ｑ２９５７．１ － 16 －

ＪＴ－Ｑ２９５７．１標準ＴＴＣ用語対照表 （１／１）

英語 ＴＴＣ標準用語

action indicator 情報要素動作内容

basic call/connection control procedures 基本呼／コネクション制御手順

both 両方向

call reference 呼番号

calling user 発信ユーザ

clear 切断復旧

coincident SB and TB reference point ＳＢ／ＴＢ一致参照点

direction 方向

explicitly requested 明示的要求

flow control procedures フロー制御手順

implicit activation 暗黙的起動

implicit operation 暗黙の動作

implicitly requested 暗黙的要求

information element identifier 情報要素識別子

information element instruction field 情報要素動作指示フィールド

length 情報長

message length メッセージ長

message type メッセージ種別

network acknowledged service 網確認サービス

operation 動作

PROGRESS 経過表示(PROGRESS)

protocol discriminator プロトコル識別子

RELEASE COMPLETE 解放完了(RELEASE COMPLETE)

SETUP 呼設定(SETUP)

signalling virtual channel シグナリング仮想チャネル

type 種別

user-to-user signalling ユーザ・ユーザ信号

user-user ユーザ・ユーザ

user-user information element ユーザ・ユーザ情報要素

UUI (user-to-user information) ユーザ・ユーザ情報

UUS(user-to-user signalling) ユーザ・ユーザ情報転送
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